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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜研修案内＞
・第2回　法人研修
　日　時：5月12日（火）　17:30～18:30

　場　所：メンタルケア病棟　メモリアルホール

　テーマ：｢医療機関における感染の

　　　　　　　　　アウトブレイクについて｣

　講　師：松田　俊之薬局長

　※出席する際はマスクを着用し、着席する際は席の間隔を前後左右であけるようにして下さい。

　ビデオ研修（八　戸）：5月14日（木）17:30～
＜利用者様情報＞
デイケア
・山本　真智子様～定時になっても来所せず、本人から連絡無い為、架電している。祖父の体調が思わしくないとのことで、先月より見舞いに行くことが多くデイケアや仕事を欠席することが続いていたが、今月6日に祖父が亡くなったと報告あり。来週まで、忌引きや休養を取る目的でデイケア欠席とする。本人へ体調を問うと、「なんとか大丈夫です」と話しており、食事や睡眠も取れているとのこと。移動や片付けで忙しくなると思うが、休息を取りつつ過ごすよう伝え終話している。

デイナイトケア
・稲垣　ふき様　～青風荘から情報提供あり。昨夜21:50分頃、歯科受診の希望が聞かれ抜歯したいと訴えが聞かれたとの事。感染症予防の為他科受診は見合わせている事を伝え、入れ歯を外して過ごす様に促すも理解の乏しさがあり、その後も何度か同様の訴えが聞かれていたとの事。痛みが継続するようで有れば朝に再度スタッフへ報告するように促すと、納得し就寝している。今朝は上記の発言なく朝食全量摂取したいたとの事。
・鈴木　真知子様～青風荘から情報提供あり。昨日帰荘後、定時の飲水時間前に飲水の要求が聞かれているがスタッフが時間を守って摂取するように促すと、納得し時間を守って飲水し、飲水量も定量で経過している。体調不良等の訴えは聞かれていないとの事。
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供あり。昨日の就床前薬服用時に激しいむせ込みが観察されたとの事。スタッフが口腔内確認すると、直前まで食べていた煎餅の残渣物があり、それが原因でむせ込んでいたとの事。煎餅等を摂取する際は水分と一緒に摂取するように促し、むせ込みに注意するように声掛け行っているとの事。

ショートケア
特記事項なし
＜外来患者様情報＞

・関　秀治様～精神面では特に変化なく落ち着いている。睡眠は相変わらず中途覚醒があるようだが、昼間の眠気などはなく休めているので大丈夫、と話す。仕事はコロナの影響で昨日まで休み。薬はまだのこっており処方なし。次回2ｗ受診。
・駒木　洋士様～気分変動なく落ち着いている。身体面では歩くときにふらふらする感じがあるというが、他覚的には明らかな歩行障害はない。定期検査の時期でもあるため採血、頭部CT実施しておく。処方継続。⇒頭部CTでは前回と比較し大きな変化なし。新たな梗塞巣や明らかな脳腫瘍なし。年齢に比し全体的に萎縮目立つ。
・中村　与一郎様～OLZ追加後より喉のつっかえ感や眠気、立ちくらみなどの症状が出現しているようだ。気分の波は少し落ち着いたようである。OLZ中止。VPA400mgで開始してみる。ジアゼパムは夕に変更。
・七戸　康則様～最近の様子としては、夜間の睡眠はとれていて精神症状面でも幻聴等の陽性症状はなかったようである。家では料理をする事が多く、和食と韓国食、イタリアンなど作っているという。デイケアも、環境的に支障はなく行けているようである。毎週水曜日に南部町での、酪農の会に参加して野菜を作っているという。本日はエビリファイデポは３００㎎で施行する。
・成田　早希様～最近の調子としては、前回処方は追加していたが、気分面ではまだムラがある感じであったと話している。埼玉から戻ってきた当時の納得いかない感情がまだ頭をもたげてくることもあるという。母親とも話すが、まともに聞いてくれない感じが強いようで反発心が生じるようだ。５月２７日に、妹と一緒に住んでいくことになり根城の物件が決まっているという。それで気分が楽になることもありそうだと考えている。職場は、今後事業所で４時間やっていく事になる見込みである。

・大下　伸治様～本日体温35.8℃となっている。本人の方は「疲れが酷いです」と話している。食欲は保たれているようである。夜間の睡眠はとれている。デイケアは行っていると、なんか疲れてくる、という。実際に眠気が多かったりして早退や欠席が目立ってきている事実がある。「情報屋がいて、自分の行動をとっているような感じ」も持つという。表情は穏やかであるが精神病症状の悪化とも考えられる。処方は調整していく。

・夏堀　麗紗様～最近は自身では特に問題はなかったと感じているという。仕事の方では今もB型就労支援で継続しているが、今後のことはどうするかサポートセンターで話し合って行こうと考えているという。障害年金の話も来週に聞いてくる予定である。夜間の睡眠はとれている。気分面での抑うつはなかったようである。身体面でもふら付きやめまいもなかった
